
検温機能付顔認証リーダー 設置マニュアル

１ コネクタの接続

２ 卓上⾦具への取付

専⽤の卓上⾦具（DS-DM0701B）に取付を⾏います。
① 卓上⾦具にリーダーの背⾯プレート（銀⾊）を２本のネジで固定します。
② 顔認証リーダー本体から出ているケーブル類を、背⾯プレートの⽳に通します。
③ 背⾯プレート上部の⽖部分に引っ掛けます。
④ 本体左右側⾯下部のトルクスネジ（星型）を緩め、背⾯プレートに取り付けます。
  トルクスネジを締めることで、プレートと本体が固定されます。

① リーダー本体の裏蓋を付属の工具で開けます。
② 内部のコネクタに付属のケーブルを接続します。
③ 管理PCやオプションの監視用タブレット端末に接　
　　続する際は、LANケーブルも接続します。
④ 裏蓋を閉め、ネジで固定します。

①背⾯プレートの固定 ②ケーブルの処理 ③本体とプレートの固定

裏蓋開放状態 コネクタ接続状態

付属コネクタ



初期設定３
① 電源を投入すると、管理者パスワードの設定を行います。
②  「パスワード確認」の項目に再度同じパスワードを入力してください。
③ 「アクティベート」ボタンをタップします。
③ 「アプリケーションモード」で「屋内」を選択します。

検温（顔認証なし）4

アプリケーションモードを選択してください。

屋内

その他

次へ

ようこそ

デバイスをアクティベート

８～１６文字を入力

パスワード確認

次の文字タイプの2つ以上が許可されています。：数
字、文字、記号

アクティベート

① 装置の画面内に顔が入るよう立ち位置を調整してください。
② 瞬時に検温が行われ、正常な温度の場合「青色」、異常な温度の場合「赤色」が表示されます。
③ 異常な温度が検知された場合、体温計で再度確認を行って下さい。

＜正常＞ ＜異常＞



検温機能付顔認証リーダー 顔認証機能

１ 設定画⾯へのログイン

２ 顔認証機能の有効化

① 画面を5秒間長押しします。
② 管理者パスワードをソフトキーボードで入力し、「OK」ボタンを押します。
③ メニュー画面が表示されます。

パスワード入力画面 メニュー画面

ユーザー 通信

システム データ ログ検索

日付時刻 転送 勤怠

温度測定 情報

メニュー

ユーザー 通信

システム データ ログ検索

日付時刻 転送 勤怠

温度測定 情報

メニュー

① メニュー画面から「温度測定」をタップします。
② 「体温測定のみ」の項目を無効化します。
③ 右上のチェックマークをタップします。

温度設定

体温検出有効

体温アラームの閾値(最高)

体温アラームの閾値(最低)

温度補償　　　　　　　　　　　 0.0

体温異常検出時に解錠しない

体温測定のみ

体温測定エリア補正

体温測定エリア設定



ユーザー登録４

ユーザー追加画面

① ユーザー追加画面で「名前」を入力します。（アルファベット入力です）
② 顔が枠に入るよう調整します。
③ 画面左下に顔画像が保存されたことを確認し、「SAVE」ボタンを押します。
④ 「Try Again」ボタンで再撮影が可能です。
⑤ ユーザー登録画面右上の「✓」マークをタップすると、設定が保存されます。

ユーザー追加画面

３ ユーザー追加画⾯の表⽰

ユーザー 通信

システム データ ログ検索

日付時刻 転送 勤怠

温度測定 情報

メニュー

① メニュー画面から「ユーザー」をタップします。
② ユーザー管理画面右上の「＋」ボタンをタップします。
③ ユーザー追加画面が表示されます。

ユーザー追加画面



検温（顔認証あり）５
① 認証装置の前に立つと、自動的に検温が行われます。
② 登録情報と照合が行われ、名前と登録時の顔写真が表示されます。
③ 正常な温度の場合は青枠、異常な温度の場合は赤枠が表示されます。
④ 検温結果はメモリに蓄積され、ログデータとして出力できます。

＜正常な温度＞ ＜異常な温度＞

推奨設置高：
1.3m～1.7m

高い

低い

近い 遠い

1.4m 1.4m 1.4m 1.4m

1.2m0.5m0.5m0.5m

※最適な高さ、距離は利用者の身長等により変わります。現場の状況に応じて調整を
　 行って下さい。

OK 傾き 横向き 上向き 下向き

設置位置と認証時の向き６



検温機能付顔認証リーダー その他の設定

１ マスク検知機能の設定

２ イベント(履歴)データのエクスポート

① メニュー画面から「システム」を選択します。
② 「顔画像」タブを選択します。
③ 「マスク未着用警告」を有効にすると、認証認証画面でマスクの着用を促します。
④ 「マスク着用必須」を有効にすると、マスクを着用するまで認証しません。
⑤ 右上のチェックマークを選択し、設定を保存します。

ユーザー 通信

システム データ ログ検索

日付時刻 転送 勤怠

温度測定 情報

メニュー

① 本体右側面のUSBポートの蓋を外します。
② USBメモリを挿入します。
③ メニュー画面から「転送」を選択します。
④ 「イベント」を選択し「OK」ボタンをタップすると、CSVデータが出力されます。

システム

メンテ顔画像情報

エリア番号

部署番号

ユニット番号

音声プロンプト

音声音量

アプリケーションモード

LED輝度

言語の選択 日語

システム

メンテ顔画像情報

顔認証閾値(1:N)

顔認証閾値(1:1)

認証閾値

ライブセキュリティレベル

WDRレベル

瞳孔間距離

マスク検出有効

マスク着用&マスク着用1:N閾値

マスク着用必須

マスク未着用警告

ECOモード

ECOモード閾値

ECOモード(1:N)

ECOモード(1:1)

マスク着用&マスク着用1:N閾値(ECO)

USBポート

<本体側面>

転送

メンテ

イベント ユーザーデー
タエクスポート

顔画像エクス
ポート

ユーザーデー
タインポート

顔画像インポ
ート

画像エクスポ
ート



３ 温度設定の変更
① 設定メニューの「温度測定」をタップします。
② 発熱アラームのしきい値を変更したい場合は、「体温アラームの閾値(最高)」を変更します。
③ 測定された温度を強制的に補正したい場合は、「温度補償」の数値を±で変更します。
※気温が高い（低い）季節で、誤アラームが多い場合に調整してください。

温度設定

体温検出有効

体温アラームの閾値(最高)

体温アラームの閾値(最低)

温度補償　　　　　　　　　　　 0.0

体温異常検出時に解錠しない

体温測定のみ

体温測定エリア補正

体温測定エリア設定

ユーザー 通信

システム データ ログ検索

日付時刻 転送 勤怠

温度測定 情報

メニュー


